
単位：円

款08 項01 目01

事 業 名

土木費 土木管理費 土木総務費

事

業

内

容

成

果

国道107号休憩施設整備事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

287,12002,400,00038,402,00041,089,12045,219,000

トイレ増設
　 浄化槽51人槽→218人槽

　国道107号沿いに位置する産直ともちゃんは、遠野市の防災拠点に位置づ
けられていることから、太陽光発電設備を整備し、非常時の利用環境の向上
を図る。
　さらに東北横断自動車道釜石秋田線宮守インターチェンジの供用開始によ
り交通量が増加することから、24時間利用可能なトイレ施設を整備し、ドラ
イバーへより良い休憩施設を提供していく。

計

画

値

実

績

値

　既存トイレを供用しながら施工を要したたため、平成28年度に繰り越して
施工し、24時間利用可能なトイレ施設により、環境の良い休憩施設を整備し
た。

トイレ増設
　 浄化槽51人槽→218人槽

単位：円

款08 項01 目01

事 業 名

土木費 土木管理費 土木総務費

事

業

内

容

成

果

道の駅魅力アップ事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

3,298,9900003,298,9903,535,000

「道の駅」遠野風の丘機能
充実検討会の開催　　３回

　全国モデル「道の駅」に選定されている「道の駅」遠野風の丘の機能充実
を図るため、国・県・市の「道の駅」担当者等で構成する「『道の駅』遠野
風の丘機能充実検討会」を開催する。
　また、全国「道の駅」連絡会及び東北「道の駅」連絡会（いずれも会長は
遠野市長）と緊密な連携を図りながら、地方創生の拠点となっている「道の
駅」のネットワーク構築に寄与する。

計

画

値

実

績

値

　「道の駅」遠野風の丘の整備計画案について比較検討し、「『道の駅』遠
野風の丘機能充実整備計画」を策定した。
　また、「道の駅」の果たす役割やネットワークが地方創生にどう寄与して
いくかを考えるため、「道・ネットワークシンポジウム」の開催を予定した
が、台風10号の影響により、開催を翌年度に延期した。

「道の駅」遠野風の丘機能
充実検討会の開催　　１回

道・ネットワークシンポジ
ウム　　　　翌年度に延期
　
　

1土木費 --



単位：円

款08 項02 目02

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路維持費

事

業

内

容

成

果

橋梁長寿命化整備事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

1,400016,000,00029,715,00045,716,400119,000,000

初音橋修繕　　　Ｎ＝１橋
断面修復工　　　Ｎ＝１式
橋梁塗装工　　　Ａ＝70㎡

　管理している橋梁の老朽化が進んできているため、橋梁長寿命化修繕計画
（橋長15m以上）に基づいて計画的に橋梁を修繕し、安全安心な交通を確保
する。
　平成28年度は、老朽化が著しい初音橋の修繕工事を実施する。 計

画

値

実

績

値

　初音橋の老朽化した橋桁部分をはつってコンクリートで断面修復した。ま
た老朽化した舗装を打ち換えて修復し、橋梁の延命化を図った。
　平成27年度から繰り越した予算と合わせて修繕工事を実施した。さらに平
成29年度はゲルバーヒンジ部の補強工事を実施する。

初音橋修繕　　　Ｎ＝１橋
断面修復工　　　Ｎ＝１式
橋梁塗装工　　 Ａ＝142㎡

単位：円

款08 項01 目01

事 業 名

土木費 土木管理費 土木総務費

事

業

内

容

成

果

遠野風の丘機能充実整備事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

37,718,69600037,718,69638,347,000

既存駐車場改修　　１カ所
既存スロープ改修　１カ所
第二駐車場造成　　１カ所

　全国モデル「道の駅」に選定された遠野風の丘について、東北横断自動車
道釜石秋田線の全線開通を視野に入れ、その機能の充実を図るための検討会
の開催や、誘客を図るための駐車場の改修及び拡張工事を実施する。
　駐車場改修工事については、連休時の渋滞及び駐車場混雑の緩和を目的に
、既存駐車場の一部改修及び暫定退出路整備、第二駐車場造成を行うもので
ある。

計

画

値

実

績

値

　既存駐車場改修については、大型バス２台、二輪７台の各駐車マスを追加
整備した。
　既存スロープを退出路として整備した結果、連休等の混雑時において、退
出車両が分散したことにより、駐車場内外の混雑解消に一定の効果があった
。
　第二駐車場を整備したことにより、従業員用の駐車場として32台分の駐車
スペースを確保した。

既存駐車場改修　　１カ所
既存スロープ改修　１カ所
第二駐車場造成　　１カ所

2土木費 --



単位：円

款08 項02 目02

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路維持費

事

業

内

容

成

果

市道リフレッシュ事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

27,956,88000027,956,88028,000,000

舗装復旧工事　　　１路線　アスファルト舗装された市道は経年劣化及び通行車両の衝撃で舗装面が傷
むので、良好な状態を保つために計画的な修繕を実施する。
　

計

画

値

実

績

値

　路面破損状況が著しい路線を優先的に補修し、快適な道路を整備した。
　調査に不測の日数を要したため、一部を平成28年度に繰り越し、工事し
た。
【整備路線】
　八幡飛鳥田線　Ｌ＝640ｍ

舗装復旧工事　　　１路線

単位：円

款08 項02 目02

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路維持費

事

業

内

容

成

果

道路構造物定期点検事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

10,023,2640018,614,00028,637,26453,900,000

橋梁点検　　   Ｎ＝153橋　道路法の改正により、道路構造物の５年に１度の定期点検が義務付けられ
たことに伴う点検業務。

計

画

値

実

績

値

　５年毎の点検を継続して行うことにより、橋梁の老朽化状態を把握するこ
とができた。
　今年度調査した橋においては、緊急措置を要する判定区分Ⅳの橋梁は無か
った。
　今後も継続して点検を行い、判定区分Ⅳの橋梁が判明した際は至急修繕し
ていく。

橋梁点検　　   Ｎ＝153橋

3土木費 --



単位：円

款08 項02 目02

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路維持費

事

業

内

容

成

果

橋梁長寿命化整備事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

4,362,280021,800,00040,491,00066,653,28066,829,000

初音橋修繕　　　Ｎ＝１橋
充てん工法　　　Ｎ＝１式
舗装打換工　　 Ａ＝720㎡

　管理している橋梁の老朽化が進んできているため、橋梁長寿命化修繕計画
（橋梁15ｍ以上）に基づいて計画的に橋梁を修繕し、安心安全な交通を確保
する。
　 計

画

値

実

績

値

　初音橋の老朽化した橋桁部分をはつってコンクリートで断面修復した。ま
た老朽化した舗装を打ち換えて修復し、橋梁の延命化を図った。
　調査に不測の日数を要したため、一部を平成28年度に繰り越し、平成28年
度の現年予算と合わせて修繕工事を実施した。さらに平成29年度はゲルバー
ヒンジ部の補強工事を実施する。
　

初音橋修繕　　　Ｎ＝１橋
充てん工法　　　Ｎ＝１式
舗装打換工　 　Ａ＝699㎡

4土木費 --



款08 項02 目03

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路新設改良費

事

業

内

容

成

果

安心安全な道づくり事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

19,459,624030,700,00069,031,000119,190,624220,850,000

【生活に身近な道づくり事
業】
道路改良工事　　　５路線

【市道リフレッシュ事業】
舗装復旧工事　　　２路線

【市道熊の洞線改修工事】
滑り止め舗装　 　A=287㎡
側溝設置
　　　　 落蓋300　L=38ｍ
カーブミラー設置
　　 φ1000　２面　N=1基

【生活に身近な道づくり事業】
　当市は広大な面積を有し、集落が点在しているために市民に身近な生活道
路整備が遅れている状況にある。これらの市民生活の基盤づくりを推進する
ために「生活に身近な道づくり（第４期Ｈ26～Ｈ28）事業計画」に基づいて
整備していく。

【市道リフレッシュ事業】
　アスファルト舗装された市道は経年劣化及び通行車両の衝撃で舗装面が傷
むので、良好な状態を保つために修繕していかなければならない。
　社会資本整備総合交付金を活用して計画的に整備する。

【市道熊の洞線改修工事】
　当該市道に隣接する誘致企業の工場増設に伴い、従業員等の増加から交通
量の増加が見込まれている。
　現在、既存の市道は勾配がきついため、冬期間などは凍結により、通行が
できないこともあることから、滑り止め舗装を施し凍結路面対策を行うほか
、老朽化している水路などの更新と周辺道路環境整備及び安全対策を行う。

計

画

値

実

績

値

【生活に身近な道づくり事業】
　この事業は生活に身近な道路を整備する事業であり、整備効果がすぐに発
揮されて住民の利便性向上となっている。
　平成28年度は５路線を整備予定としていたが、交付金の内示が低かったた
め２路線を整備した。
　未実施の３路線については平成29年度へ繰越して整備を行う。
（整備路線）
　伊原平倉線　Ｌ＝160.0ｍ
　迷岡線　　　Ｌ＝296.0ｍ

【市道リフレッシュ事業】
　路面破損状況が著しい路線を優先的に補修し、快適な道路を整備した。
（整備路線）
　新張上の山線　Ｌ＝　500ｍ
　粡町町上線　　Ｌ＝　460ｍ

【市道熊の洞線改修工事】
　当初計画から舗装の施工延長を延ばし、急勾配及び凍結路面対策を行うと
ともに、既存水路式側溝を落蓋式側溝に入れ換えたことにより、通行車両の
安全確保が可能となった。
　また、交通安全対策として、既存カーブミラーを大型化したことにより視
認性が向上し交差点部の安全が確保できた。

【生活に身近な道づくり事
業】
道路改良工事　　　２路線

【市道リフレッシュ事業】
舗装復旧工事　　　２路線

【市道熊の洞線改修工事】
滑り止め舗装　　 A=446㎡
側溝設置
　　　 　落蓋300　L=38ｍ
カーブミラー設置
　　 φ1000　２面　N=1基

単位：円

5土木費 --



単位：円

款08 項03 目02

事 業 名

土木費 河川費 水路費

事

業

内

容

成

果

安心安全な水路づくり事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

135,000000135,00020,900,000

水路設計業務　　　２路線
水路整備工事　　　２路線

　宅地化の進行により農業用水路に生活雑排水が流入して水質汚濁が進んで
いる。さらに、小断面のために豪雨時には水路から越流し、市民生活に大き
な影響を与えている。
　また、東北横断自動車道釜石秋田線建設に伴う山地からの雨水排水の流末
整備が必要になってきている。
　そのため「生活に身近な水路整備事業（第３期Ｈ26～Ｈ28）」に基づき、
市民生活に密着したこれらの水路を整備する。

計

画

値

実

績

値

　適切な水路を整備することにより、安心安全な生活環境を提供するため２
路線の設計と工事を予定していたが、災害等優位のため測量設計１路線のみ
実施し、それ以外は平成29年度に繰越した。

【設計路線】
八幡水路

水路設計業務　　　１路線

単位：円

款08 項02 目03

事 業 名

土木費 道路橋梁費 道路新設改良費

事

業

内

容

成

果

生活に身近な道づくり事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

94,21509,700,00015,533,00025,327,21526,500,000

道路改良工事　　　　１件　当市は広大な面積を有し、集落が点在しているために市民に身近な生活道
路整備が遅れている状況にあり、これらに関連する市民要望が多く寄せられ
ている。
　また「市長と語ろう会」においても同様の課題や要望が寄せられたことか
ら「生活に身近な道づくり事業計画」を策定し、市民の生活基盤づくりを図
ってきた。
　平成25年度に「生活に身近な道づくり（第４期Ｈ26～Ｈ28）事業計画」を
策定し、社会資本整備総合交付金制度を活用して計画的に整備する。

計

画

値

実

績

値

　この事業は生活に身近な道路を整備する事業であり、整備効果がすぐに発
揮されて住民の利便性向上となっている。
　調査に不測の日数を要したため、一部を平成28年度に繰り越して実施した
。
【整備路線】
１　伊原平倉線（Ｌ＝160ｍ）うち繰越（Ｌ＝160ｍ）

道路改良工事　　　　１件

6土木費 --



款08 項04 目01

事 業 名

土木費 都市計画費 都市計画総務費

事

業

内

容

成

果

都市計画変更事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

10,529,080002,000,00012,529,08017,247,000

都市計画区域見直し業務
・都市計画案の図書、説明
会資料の作成一式
遠野東工業団地に係る用
途地域指定等業務
・農林漁業調整に係る事前
協議資料作成一式
・用途地域指定事前協議資
料作成一式
・原案協議図書作成一式
遠野市都市計画道路見直し
業務
・見直し検討報告書作成

１　遠野都市計画区域見直し業務
　　東北横断自動車道釜石秋田線の全線開通等、市を取り巻く道路交通網状
　況及び土地利用計画の変化へ対応するため都市計画区域の変更案の検討を
　進め、必要な各種図書の作成及び説明会等を行う。
２　遠野東工業団地に係る用途地域指定等業務
　　遠野東工業団地を拡大するために必要な農林漁業との調整業務及び平成
　29年度に都市計画決定をするための都市計画変更案を作成する。
３　遠野市都市計画道路見直し業務
　　都市計画決定から長期間未整備の路線について、道路交通網の現状把握
　と将来都市像を見据えて見直し案を作成する。

計

画

値

実

績

値

１　遠野都市計画区域見直し業務
　　現行の都市計画区域を3,420haから5,923haに拡大する変更案を作成し、
　区域変更となる綾織町、土淵町、青笹町、上郷町の４地区で説明会を開催
　して住民周知を行い、都市計画区域の決定権者である岩手県に案を申出し
　た。
２　遠野東工業団地に係る用途地域指定等業務
　　農林漁業との調整業務を進め、都市計画変更案を作成し、県との協議を
　行った。
３　遠野市都市計画道路見直し業務
　　都市計画道路の現状把握、見直し対象路線の選定、社会状況の変化に伴
　う必要性の検証と将来交通量の検証を行い、路線の変更・廃止計画案を作
　成した。次年度に県決定、市決定６路線の計画変更協議を行うための全体
　見直し検討報告書を作成した。

都市計画区域見直し業務
・説明会開催　市内４地区
・案の申出
遠野東工業団地に係る用途
地域指定等業務
・農林漁業調整に係る事前
協議資料作成一式
・用途地域指定事前協議資
料作成一式
・原案協議図書作成一式
遠野市都市計画道路見直し
業務
・見直し検討報告書作成
　

単位：円

7土木費 --



単位：円

款08 項04 目02

事 業 名

土木費 都市計画費 土地区画整理事業費

事

業

内

容

成

果

稲荷下第二地区土地区画整理事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

24,121,37113,819,12902,469,00040,409,50041,600,000

基準点測量　　　　　70点
現地境界点測設　　19.7ha
出来形確認測量　　19.7ha

　中心市街地の周辺において、無秩序な宅地化が進行し、都市機能の停滞や
生活環境の悪化をもたらしていることから、良好な住環境を形成する道路及
び公園を計画的に配置し、友好的な土地利用と健全なまちづくりを進める。

【全体概要】
施行面積　Ａ＝19.7ha
計画年度　平成12年度～平成33年度
　　　　　都市計画道路　Ｗ＝9.0～12.0m　Ｌ＝1,834.5m
　　　　　区画道路　Ｗ＝1.5～10.0ｍ　Ｌ＝3,532.2ｍ
　　　　　公園　Ａ＝6,100㎡、建物移転戸数　146戸

計

画

値

実

績

値

　平成29年度に換地処分を公告するために、本地区内の宅地面積及び道路、
公園等の公共施設面積を確定させるための出来形確認測量を実施し、各地権
者の土地権利面積を確定した。

【実施内容】
基準点測量・現地境界点測設・出来形確認測量

基準点測量　　　　　90点
現地境界点測設　　19.7ha
出来形確認測量　　19.7ha

単位：円

款08 項04 目01

事 業 名

土木費 都市計画費 都市計画総務費

事

業

内

容

成

果

空家等対策事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

31,6805,100,00003,423,0008,554,6809,855,000

空き家現地調査　　 500戸
意向調査　　　　　 860件
（過年度調査済含む）

　市内にある空き家の実態調査及び所有者等へ意向調査を行い状況を把握す
るとともに、今後継続的に管理していく為の管理システムを構築する。

計

画

値

実

績

値

　市内にある空き家を現地で目視による調査を行い、以前に行政区長を通じ
て調査した資料と合わせ市内空き家の状況と建物の老朽度を判断した。調査
結果は空き家と判断できた戸数が598戸であった。現地調査において敷地外
から視認できず空き家判定が不能な建物が188戸あった。老朽度判定をした
結果、倒壊の危険性がある建物が52戸ある一方、すぐに住める空き家も183
戸あった。これらは地図と連動したＧＩＳシステムに入力し、容易に操作で
きる管理システムを構築することができた。
　また、意向調査アンケートに空き家バンクの案内を同封し登録の希望につ
いての質問を設けたところ、「希望する」が50件、「興味あり」が117件の
回答を得た。空き家バンク登録希望者の情報を基に、今後、空き屋バンク利
用者数の増加につなげる。

空き家現地調査　　 643戸
空き家数　　　　　 598戸
意向調査（有効）　 582件
同上回答数　　　　 272件

8土木費 --



単位：円

款08 項04 目03

事 業 名

土木費 都市計画費 公園費

事

業

内

容

成

果

都市緑地保全費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

7,244,2000007,244,20011,431,000

管理箇所
・鍋倉公園
・遠野駅前広場
・民話通りポケットパーク
・蔵の道ひろば
・稲荷下第二地区2,3号街
区公園

　鍋倉公園・駅前広場・ポケットパーク・蔵の道ひろば等の維持管理

計

画

値

実

績

値

　鍋倉公園・駅前広場・ポケットパーク・蔵の道ひろば等の清掃、維持管理
を行うことで地域住民や観光客の憩いの場として環境を整備することができ
た。

管理箇所
・鍋倉公園
・遠野駅前広場
・民話通りポケットパーク
・蔵の道ひろば
・稲荷下第二地区2,3号街
区公園

単位：円

款08 項04 目02

事 業 名

土木費 都市計画費 土地区画整理事業費

事

業

内

容

成

果

稲荷下第二地区土地区画整理事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

60,344,96000060,344,96060,670,000

宅地造成工事　　　0.24ha　中心市街地の周辺において、無秩序な宅地化が進行し、都市機能の停滞や
生活環境の悪化をもたらしていることから、良好な住環境を形成する道路及
び公園を計画的に配置し、有効な土地利用と健全なまちづくりを進める。

【全体概要】
施行面積　Ａ＝19.7ha
計画年度　平成12年度～平成33年度
　　　　　都市計画道路　Ｗ＝9.0～12.0m　Ｌ＝1,834.5m
　　　　　区画道路　Ｗ＝1.5～10.0ｍ　Ｌ＝3,532.2ｍ
　　　　　公園　Ａ＝6,100㎡、建物移転戸数　146戸

計

画

値

実

績

値

　良好な住宅地形成のため宅地造成工事を実施し、安全で快適な住環境を整
備した。

【整備内容】
宅地造成　　　　　面積A=0.24ha

宅地造成工事　　　0.24ha

9土木費 --



単位：円

款08 項05 目01

事 業 名

土木費 住宅費 住宅管理費

事

業

内

容

成

果

快適住マイル応援事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

08,244,000008,244,00010,000,000

住宅リフォーム　　　50戸
住宅水洗化　　　　　20戸
住宅子供部屋増築　　５戸

　市民の快適な居住環境の整備並びに市内の住宅関連産業の振興及び商業を
中心とした地域経済の活性化を促進するため、市民が住宅のリフォーム、水
洗化、子供室の増築等の工事に要した経費に対し、商品券により助成する。

計

画

値

実

績

値

　住宅リフォーム、水洗化等の工事費用の助成により市民の快適な居住環境
が整備されるとともに、市内の工務店や商店等の経済活性化に寄与した。
　申請者のうち、年度内の完了が見込めない７戸(11件)分について、平成29
年度に繰り越して実施する。

【平成29年度への繰越件数】
　住宅リフォーム７件、住宅水洗化４件

住宅リフォーム　　  55戸
　　　（次年度繰越７戸）
住宅水洗化　　　 　 34戸
　　　（次年度繰越４戸）
住宅子供部屋増築 　 ０戸

全体工事費
　　　　　 373,571,323円

単位：円

款08 項04 目03

事 業 名

土木費 都市計画費 公園費

事

業

内

容

成

果

鍋倉公園緑化再生事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

498,0001,500,000001,998,0002,000,000

公園北側の樹木の剪定等管
理

　密集化した樹木を間伐することにより公園内樹木の健全な育成を図るとと
もに、地域住民や観光客の憩いの場として公園内の環境を整える。

計

画

値

実

績

値

　公園北側斜面で日照を阻害している高木を伐採したことにより、園路の日
照、環境が改善され地域住民や観光客等の憩いの歩行空間として公園内の環
境整備を行うことができた。
　公園本丸桜のテング巣病の除去と枯枝等の剪定を行い、樹木の健全な育成
と樹勢の回復を図ることができた。

杉伐採　　　　　　　18本
桜剪定　　　　　本丸全体

10土木費 --



単位：円

款08 項05 目01

事 業 名

土木費 住宅費 住宅管理費

事

業

内

容

成

果

生活再建住宅支援事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

0006,270,0006,270,0009,812,000

利子補給　　　　　　19件
被災住宅補修等工事　31件
災害復興住宅新築等工事
　　　　　　　　　　６件

　東日本大震災により被災した住宅の早期復旧のため、市民または転居者へ
住宅の建築等に要する借入れの債務に係る利子及び被災住宅等の工事に要す
る経費に対し、補助金を交付する。
【補助基準】
①被災住宅補修：対象経費の１／２かつ上限30万円
②改修工事：対象経費の１／２かつ上限60万円
③復興住宅新築バリアフリー対応：面積に応じ40～90万円
④復興住宅新築県産材使用：立米数に応じ20～40万円
⑤利子補給：５年間分の利子補給
⑥宅地復旧：対象経費の１／２かつ上限200万円

計

画

値

実

績

値

　東日本大震災により被災した市民及び市内に新築する沿岸被災者の復旧と
復興に寄与した。
　

利子補給　　　　　　13件
被災住宅補修等工事　16件
災害復興住宅新築等工事
　　　　　　　　　　２件

単位：円

款08 項05 目01

事 業 名

土木費 住宅費 住宅管理費

事

業

内

容

成

果

被災住宅復旧助成事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

452,000000452,0001,000,000

　　　　　募集戸数　25戸　東日本大震災により被災した住宅の早期復旧支援を図るため、市民が被災
住宅の復旧工事に要した経費に対し、１／10かつ上限10万円の補助金を交付
する。

計

画

値

実

績

値

　平成23年度から６年間実施し、平成23年度は76戸、平成24・25年度は約50
戸程度でその後徐々に件数が減り平成28年度は13戸となった。平成28年度を
もって終了したが累計254戸に対し補助を実施し、市内の被災住宅の早期復
旧に寄与した。

　　　　　交付戸数　13戸

11土木費 --



単位：円

款08 項05 目02

事 業 名

土木費 住宅費 住宅建設費

事

業

内

容

成

果

宮守銀河住宅整備事業費

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

2,979,560002,972,0005,951,5608,500,000

不動産鑑定評価業務　１件
整備用地の取得　 3,689㎡
　

　遠野市営住宅等長寿命化計画に基づき、新たに宮守地区に子育て世代等を
支援する市営住宅整備を図るため、市有地に隣接した用地を取得する。

計

画

値

実

績

値

　宮守地区に子育て世代等を支援する市営住宅整備を図るため、市有地に隣
接した用地を取得するとともに、用地内にあった物件（小屋）の移転を行っ
た。

不動産鑑定評価業務　１件
整備用地の取得　 3,689㎡
物件移転補償契約　　２件

単位：円

款08 項05 目01

事 業 名

土木費 住宅費 住宅管理費

事

業

内

容

成

果

快適住マイル応援事業費（繰越明許費）

予 算 額 決 算 額
財 源 内 訳

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

632,000000632,000900,000

住宅リフォーム　　　２件
住宅水洗化　　　　　３件

　平成27年度において資材不足や大工等の技術者が不足したことにより、年
度内に改修工事を終えることができない方がいたため、平成28年度に繰り越
して助成する。

計

画

値

実

績

値

　住宅リフォーム、水洗化の工事の助成により市民の快適な居住環境が促進
されるとともに、市内の工務店や商店等の経済活性化に寄与した。

住宅リフォーム　　　２件
住宅水洗化　　　　　３件

全体工事費
　　　　　　18,330,167円

12土木費 --


